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災害時における災害廃棄物処理等の協力に関する協定書 

 

 富士見市（以下「甲」という。）と株式会社協和清掃運輸富士見支社（以下「乙」という。）

は、災害発生時における災害廃棄物処理等の協力に関し、次のとおり協定を締結する。 

（趣旨） 

第１条 この協定は、市内において地震、風水害等大規模な災害（以下「災害」という。）が

発生した場合に、当該災害により発生した廃棄物（以下「災害廃棄物」という。）の撤去、

収集・運搬、処分等に関し、甲が乙に協力を要請するにあたっての必要な事項を定めるも

のとする。 

（協力の要請） 

第２条 甲は、災害が発生した場合、乙に対し次に掲げる応援協力を要請するものとする。 

 (1) 災害廃棄物の撤去 

 (2) 災害廃棄物の収集・運搬 

 (3) 災害廃棄物の処分 

 (4) 仮置場の管理 

 (5) 仮置場での災害廃棄物の分別・中間処理 

 (6) 甲が指定する避難所等の廃棄物の収集・運搬 

 (7) 前各号に伴う必要な事項 

２ 甲は、乙に対し前項の要請を行うときは、次に掲げる事項を文書により通知するものと

する。ただし、文書により難い場合には、口頭により通知し、後に速やかに文書により通

知するものとする。 

(1) 協力の要請内容 

(2) その他必要な事項 

（災害廃棄物処理等の実施） 

第３条 乙は甲から前条第１項の要請を受けたときは、必要な人員、車両及び資機材を確保

する等、甲が実施する災害廃棄物処理等に可能な範囲で協力するものとする。 

２ 乙は、災害廃棄物処理等を実施する際は、次に掲げる事項に留意することとする。 

(1) 周囲の生活環境を損なわないように十分配慮すること。 

(2) 災害廃棄物の再利用及び再資源化に配慮し、その分別に努めること。 

(3) 甲又は第三者に損害を及ぼすことのないよう注意を払うこと。 

（情報の提供） 

第４条 甲は、災害廃棄物処理等に円滑な協力が得られるように、乙に被災、復旧の状況等

必要な情報を提供するものとする。 

（実施の報告） 

第５条 乙は、実施する災害廃棄物処理等が終了したときは、次に掲げる事項を文書で甲に

報告するものとする。 

 (1) 実施内容 

 (2) その他必要な事項 

（費用の負担） 

第６条 第２条第１項の要請により乙が実施した災害廃棄物処理等に要した費用の負担につ

いては、原則として甲が負担するものとし、その額は、災害発生直前における適正な価格



 

を基準として、甲乙協議のうえ決定するものとする。 

（災害補償） 

第７条 第３条に基づき実施した災害廃棄物処理等に従事した乙に係る者が、そのために死

亡し、負傷し、又は疾病にかかった場合の損害補償については、甲乙協議のうえ決定する

ものとする。 

（相互の連絡） 

第８条 この協定の円滑な実施のため、甲及び乙は、それぞれの組織内に担当部署又は担当

者を定め、互いにその連絡先を通知するものとする。連絡先に変更があったときも、また

同様とする。 

（協定書の有効期限） 

第９条 この協定は、協定締結の日からその効力を有することとし、甲又は乙が文書をもっ

て協定の終了を通知しない限り、その効力を有する。 

（協議） 

第 10条 この協定の実施に関し必要な事項又はこの協定に定めのない事項については、その

都度甲乙協議のうえ定めるものとする。 

 

 この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、それぞれその１通

を所持する。 

 

 令和３年１０月２０日 

 

                  富士見市大字鶴馬１８００番地の１ 

                甲 富士見市 

                  富士見市長  星野 光弘（直筆） 

 

                  富士見市大字鶴馬２００８番地１４ 

                乙 株式会社協和清掃運輸 富士見支社 

                  常務取締役 支社長  関根 良一（直筆） 

 

 


